
 
錦江町立神川小学校 学校だより（創立14９年）

令和７年度１１月号
令和７年１１月２１日発行
児童3４名、教職員1５名

「よく考え よいと思ったらすぐやる」

急に気温が下がり、秋が深まってきました。10月末までは、日中30℃に届くよ
うな汗ばむ日もあったのですが、朝はすっかり肌寒くなり、布団から起き出すの
が少しずつ辛い時期になってきました。
学校の朝の風景はというと、高学年（５・６年生）が箒や熊手を手に、校庭の

落ち葉を集めています。また、持久走大会に向けてのランニングに勤む姿や、ブ
ランコに乗って遊んだり一輪車の練習をしたりする姿がある、とても穏やかな神
川小学校の朝の風景です。
先日の神川小学校・神川校区合同大運動会は、天候にも恵まれ、子供たちをは

じめ、保護者や多くの地域の皆様の御協力のもとに開催することができました。
この場を借りて感謝申し上げます。
その中で、来年度の神川小創立１５０周年に向けて、記念の人文字をみんなで

作りました。参加してくださった地域の方からも「楽しかった。」などのお声をい
ただき、大変ありがたかったです。立派な人文字が完成しました。
また、11月の「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」では、神川校区のお

じいちゃん・おばあちゃんを招待してのふれあい給食をはじめとして、子供たち
の活動を保護者や地域の方々に参観していただきました。参観はもとより、子供
たちにかけていただいた温かいお言葉は励みになります。ありがとうございまし
た。

さて、今年も「世界人権宣言」の採択日である12月10日がやってきます。「人権
デー」を最終日とする１週間、12月４日から12月10日までの「人権週間」では全
国的に人権啓発活動等を行っています。今年の人権週間のテーマは、「『誰か』の
ことじゃない。」です。
人権問題は、部落差別、女性や子どもへの差別、高齢者への虐待、インターネ

ット上の誹謗中傷など、私たちの日常生活の身近な場所で発生しています。
これらの問題は、差別や偏見、知識不足などが原

因で起こることが多く、誰もが被害者にも加害者に ＜神川小学校Facebook＞
もなり得ます。 子供たちの日々

人権問題は「誰か」のことではなく、自分や身近 の活動の様子を公

な人の問題として捉え、相手を思いやることが大切 開しています。

です。 ぜひご覧になっ

正しい知識を身に付け、偏見や差別意識の解消に てください。

向けて取り組むことが、今を生きる私たちに求めら
れているのではないでしょうか。




